
下記ＵＲＬにアクセスいただき、
アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。

所要時間は5分程度です。
http : //ｗｗｗ.e-kabunushi .com
アクセスコード　9619

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

QRコード読み取り機能のついた携帯電話をお使い
の方は、右のQRコードからもアクセスできます。

携帯電話からもアクセスできます

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」

TEL： 03-5777-3900（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する
  「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
（株式会社 a2mediaについての詳細http://www.a2media.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なし
にこれ以外の目的に使用することはありません。

当社では、株主の皆さまの声を
お聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆さまの声を
お聞かせください 懇親会開催に伴う、

設問がありますので、
ぜひアンケートに
ご協力ください。

株主メモ

【特別口座について】
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていな
かった株主さまには、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会
社に口座（特別口座といいます。）を開設しております。特別口座についてのご
照会及び住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

〈東証・大証1部コード：9619〉
〒532-8567  大阪市淀川区西中島四丁目10番6号
TEL. 06-6309-1800（代表）
Facebook公式ページ　http://www.facebook.com/ichinengroup

▼携帯サイトは
　こちらから

ICHINEN HOLDINGS

IR
REPORT

第 5 1 期  中 間 報 告 書
2012年4月1日から2012年9月30日まで

東証・大証1部 コード：9619

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会　　毎年3月31日

期末配当金　　　毎年3月31日
中間配当金　　　毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して
定めた日

単 元 株 式 数 100株
【株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について】
　証券会社に口座を開設されている株主さまは、住所変更等のお届出及び
ご照会は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を
開設されていない株主さまは、下記の電話照会先にご連絡ください。

株 主 名 簿 管 理 人 及 び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 郵 便 物 送 付 先 ） 〒183-8701 東京都府中市日鋼町1番10
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） ®0120-176-417
〈※平成25年1月より郵便物送付先・電話照会
先が変更となります。〉
〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

®0120-782-031

（ホームページURL） http://www.smtb.jp/personal/agency/
index.html

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所市場第一部
大阪証券取引所市場第一部

公 告 方 法 電子公告の方法により行います。
ただし、電子公告によることができない事故そ
の他のやむを得ない事由が生じた場合には、日
本経済新聞に掲載して行います。
公告掲載URL
＜http://www.ichinenhd.co.jp/＞



も、燃料添加剤を主力の一つとしているだけに影響を与

えかねません。こうした時代の到来まで、どの程度の時

間的猶予があるのかは正確に見通せないとはいえ、将来

のイチネングループを考えると今から質・量ともに拡大

を図り、来るべき“その時”に備えなければなりません。

　質的拡大とは、事業構造の変革を意味しています。自

動車・化石燃料への依存度を小さくするために、新たな

事業を付加していくことが命題です。一方、量的拡大の

目的は、将来のための顧客確保にあります。現在のター

ゲット市場でのシェアアップを図り、脱化石燃料の時代

が到来した際に、新たな商品を提供していける基盤を確

立するのが狙いです。

　イチネングループの中核を担っている事業は自動車

関連です。現在はガソリン車が大半ですが、いずれ電気

自動車やハイブリッド車が中心になっていくことが予

想されます。そうなった場合、リース事業やパーキング

事業はともかく、自動車メンテナンス受託事業や燃料販

売事業は大きく影響を受けるでしょう。また脱化石燃料

化は、自動車との関連が比較的小さいケミカル事業に

時代の変化に合わせ、
イチネングループは
これからも変化し続けます。

社長インタビュー
Interview with the President

黒 田 雅 史代 役表 社取 長締

株主の皆さまへ

代表取締役社長　黒田 雅史

売上・利益の両面とも業績は順調に推移。
さらなる「増販・拡大」に注力いたします。

　株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご
高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　つきましては第51期第2四半期連結累計期間の業績
をご報告させていただきます。売上高は24,361百万円
（対前年同期比2.9%増）、営業利益2,006百万円（対前
年同期比6.3%増）、経常利益1,834百万円（対前年同期
比5.1%増）、四半期純利益1,000百万円（対前年同期比
7.4%減）となりました。
　売上・利益の両面について、当初目標数値を上回って
おり、厳しい経営環境の中、業績は順調に推移しており
ます。その主な要因は、リース事業における契約台数・
契約残高の堅調な伸びに加え、原油市況の影響を受け
やすい燃料販売事業において、主力である自動車用燃
料給油カードの販売価格調整が適切に実施できたこと

にあります。
　第51期は、前々期・前期に引き続き「低コスト経営」
の利益重視を前提とした「増販・拡大」を経営方針に掲
げ取り組んでおります。過去2年、営業利益・経常利益
とも過去最高を更新しているものの、売上面は思いの
ほか伸び悩んでいるのが実情です。当第2四半期連結
累計期間においても売上高は前年同期と比べると、た
しかに順調ですが、まだまだ納得できるレベルではあ
りません。より一層の「増販・拡大」に注力してまいりた
いと考えております。
　株主さまにおかれましては、今後ともご指導・ご鞭撻
を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

3期連続で「増販・拡大」を年度経営方針とされ
ている理由をお聞かせください。Q

将来における脱化石燃料の時代に対応するた
め、質的拡大と量的拡大を推進しております。A

財務ハイライト 通期第2四半期（累計）

11/3

売上高

12/3 11/3 12/3 11/3 12/3 11/3 12/3

営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

12/9 12/9 12/9 12/910/3 10/3 10/3 10/3

1,000

47,258 47,774
3,148

3,893
2,768

3,558
1,484 1,080

49,000
（予想）

24,361

4,000
（予想）

2,006

3,700
（予想）

23,809 23,670 1,524 1,887 1,326 1,745
914

47,135
2,943 2,523 1,664

23,560 1,373 1,187
7291,834

2,000
（予想）

単位：百万円

△855
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トピックス ［新規事業紹介］
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業において、ひとつの柱になりつつあります。

　ケミカル事業は、東南アジア等、本格的な海外展開へ

向けた準備段階です。当期において、ある程度、目鼻をつ

けることができればと考えています。

　売上高については、新しく子会社化した2社の実績が

加わることで、過去最高が達成できる見通しです。利益

面においても、既存事業が順調に推移すると見込んでお

り、営業利益・経常利益における3期連続過去最高は更

新できると思います。

　株主さまに対しましては、堅調な業績を受けて、中間

配当を当初予定に1円上乗せし10円とさせていただき

ました。期末配当は9円を予定しております。

　時代の移り変わりに合わせ、イチネングループは変化

を続けてまいります。株主さまにおかれましては、持続

的成長を可能にする新しい取り組みを温かく見守って

いただければ幸いに存じます。

　前田機工株式会社は機械工具の卸を行っている専門

商社で、売上高の約40%を自動車整備工場向けが占め

ています。当社の自動車メンテナンス受託事業における

7,100社におよぶ整備工場ネットワークへの活用もさ

ることながら、主眼は商社ビジネス導入による新しい展

開です。一方、株式会社ジコーは合成樹脂の再生加工・販

売を核に、アミューズメント機器や、大手が参入しにく

いタイプのLED照明等の設計・製造・販売など、幅広い領

域で独自のノウハウを有している企業です。両社ともこ

れまでイチネングループになかった領域でのビジネス

を手掛けており、期待は大きいものがあります。

　ここ数年取り組んできた量的拡大については、リース

事業、自動車メンテナンス受託事業、燃料販売事業等、自

動車関連事業として、営業の効率化、情報の共有化によ

る連携が着実に成果を上げています。戦略的には、まだ

まだ開拓の余地がある地方の中堅・中小企業に力点を置

いた営業活動を展開しています。

　また、パーキング事業は、都市圏が中心ですが、大病院

等の大型の案件を受注できるようになり、パーキング事

社長インタビュー
Interview with the President

イチネングループが永続的な成長を可能にするためには、自動車関連事業に偏らないバランスの良い事
業構造の構築が必要です。そこで当期において前田機工株式会社・株式会社ジコーを子会社化し、新規事
業として機械工具販売事業・合成樹脂事業への取り組みを開始しました。

機械工具販売事業

合 成 樹 脂 事 業

前田機工株式会社

株 式 会 社 ジ コ ー

イチネングループの自動車整備工場ネットワーク7,100社と
前田機工株式会社の既存取引先2,000社を
互いの新市場と捉えてシナジー効果を発揮。

今後の成長への可能性を秘めた
環境等の新分野への参入を積極的に推進し、
新しい事業の柱づくりに注力します。

　前田機工株式会社の主要事業である機械工具販売は、売
上の約40%が自動車整備工場向けとなっています。今回の
子会社化により、イチネングループが有する約7,100社の
自動車整備工場ネットワークを活かした拡販が期待でき、
さらには前田機工株式会社の既存取引先である約2,000社
がイチネングループの新しい市場として加わり、サービス・
商品の拡大が望めます。

　株式会社ジコーは、合成樹脂事業を柱としながらも、成長
性の高い分野へ幅広く取り組み、環境への配慮をキーワー
ドとする事業も推進しています。イチネングループにとっ
て株式会社ジコーの事業領域は、ほとんどが未参入の分野
であり、今後の成長への可能性を促す新規事業として積極
的に注力していく方針です。

代 表 灰本　栄三 創 業 1976（昭和51）年9月
本 社 東京都千代田区 資 本 金 1億6,700万円
売 上 高 64億円（2012年3月期） 従業員数 70名

事 業 所
株式会社ジコー 東京本社、開発センター
株式会社ジコーテック 群馬工場
株式会社ジコーポリマー 美里工場

事業内容
合成樹脂、環境システム、機械・環境プラントの販売、合成樹脂
リサイクル材の開発・製造・販売、アミューズメント、LED照明
の製品を開発・製造・販売、科学計測（ガス検知器）、電子（セラ
ミックヒーター）の開発・製造・販売

代 表 影山　忠廣 創 業 1925（大正14）年1月
本 社 大阪市西区 資 本 金 2億7,500万円
売 上 高 62億円（2011年12月期） 従業員数 95名

事 業 所 大阪本社
支店: 大阪・東京・仙台・東東京・横浜・名古屋・東大阪・広島・福岡

事業内容
機械工具、自動車整備用工具・機器、
自動車鈑金省力化システムの販売、
オリジナル機器・商品の開発・販売、損害保険、リース業

リサイクル型
合成樹脂・機械

環境改善型
計測器・その他

環境貢献型
合成樹脂・機械・計測器・その他

省電力長寿命型
フラットパネルディスプレイ・アミューズメント

自動車整備に不可欠な汎用
性の高い車体固定機器

■ 株式会社ジコー プロフィール

■ 前田機工株式会社 プロフィール

■ 環境に配慮した事業展開

幅広い機械の整備に
対応できるハンドツール

今年の8月・9月に相次いで子会社化した前田
機工株式会社と株式会社ジコーは質的拡大の
一環ですか。

Q

時代の変化に合わせて企業も変化しなければ
なりません。子会社化はそのための試みであ
り布石です。

A
下半期および通期の見通しをどのように捉え
ておられますか。Q

第51期は売上・利益ともに過去最高を目指し
ております。A

03 04 



2012年　　　4月 1 日

　 　 　 　 　 　 　 ～

2012年　　　9月30日

リース事業
47.7%

ケミカル事業
21.7%

自動車
メンテナンス
受託事業
16.4%

燃料販売事業
5.0%

その他
1.7%

パーキング
事業
7.5%

セグメント別　　　　売上構成比

■工業薬品関連では、主力製品の燃料添加剤の販売数量
は前年同期比で増加となりました。また、化学品関連
では、機械工具商向け化学品やホームセンター等で販
売される個人向け自動車ケミカル製品等は好調に推
移いたしましたが、防水型携帯電話部品関連でスマー
トフォン向けの受注台数がやや減少しました。

■売上高は53億43百万円（対前年同期比0.7％減）、セ
グメント利益は3億68百万円（対前年同期比8.3％減）
となりました。

リース事業

ケミカル事業

セグメント別概況 & 事業紹介
Operating Results

■中小口規模の企業を中心にリース化の進んでいない
車両需要先をターゲットに新規販売を積極的に行い
リース契約の増加に努め、既存顧客との取引深耕にも
注力しました。

■2012年9月末現在リース契約台数は58,849台（対前
期末比856台増）となり、リース契約高は120億16
百万円（対前年同期比22.6％増）、リース未経過契約
残高は461億92百万円（対前期末比3.1％増）となり
ました。

■低年式・走行過多車両の入替えを促進、メンテナンス
コストの抑制に注力し、採算販売の徹底により、売上
高は117億37百万円（対前年同期比3.9％増）、セグ 
メント利益は7億68百万円（対前年同期比20.5％増）
となりました。

11,737

22,743 22,780

12/9
（第2四半期累計）

11/3 12/3 12/9
（第2四半期累計）

11/3 12/3

768

1,257 1,347

売上高の推移（百万円）

オートリースの仕組み

営業利益（百万円）

お客さま

提携工場

ご成約

納車 事故対応

車検・点検

ディーラー 保険会社

5,343

11,030 10,925

12/9
（第2四半期累計）

11/3 12/3 12/9
（第2四半期累計）

11/3 12/3

368

683
838

売上高の推移（百万円）

ケミカル事業の概要

営業利益（百万円）

テクノケミカル事業

ファインケミカル事業 プロユースケミカル事業 コンシューマケミカル事業

各種ボイラーやディーゼルエンジン等の「スムーズな燃焼」に
欠かせない添加剤を中心に多彩なケミカル製品を提供。

重油・軽油・バイオマス等の液体燃料用添加剤は国内市場シェア80%。

燃料添加剤の注入 ①排ガスの抑制
②燃費効率の向上

①環境負担の軽減
②燃費改善

液晶ディスプレイやOA機
器等のクリーナー製品、
コーティング、精密機器（ス
マートフォン等）の防水パッ
キン分野で活躍。

自動車補修・整備用ケミカ
ル「NX」ブランドと「JIP」ブ
ランドを中心に製品展開。
プロユースのニーズに対
応。

カー用品全般のケミカル
用品を提供。メガネクリン
ビュー製品など「快適に、清
潔に、便利に」という消費者
ニーズに対応。

自動車メンテナンス受託事業

燃料販売事業

その他

パーキング事業

■当社グループ独自の強みである高点検率、営業品質を
追求しながら、契約台数、契約残高の増加に努めてま
いりました。

■メンテナンス受託契約高は29億37百万円（対前年同期
比18.7％増）、メンテナンス未経過契約残高は69億41
百万円（対前期末比8.6％増）となりました。

■中古自動車の販売数量は堅調に推移いたしましたが、
エコカー補助金の影響により中古車市場の相場下落
の影響を受け、売上高は40億27百万円（対前年同期比
4.4％増）、セグメント利益は2億86百万円（対前年同
期比6.8％増）となりました。

■燃料販売事業におきましては、主力である自動車用燃
料給油カードは、付加価値の高いサービスを顧客に提
供し、他社との差別化を図ることにより、新規顧客獲
得並びに販売数量の確保に注力いたしました。

■売上高は12億38百万円（対前年同期比9.6％減）、セ
グメント利益は3億20百万円（対前年同期比7.0％減）
となりました。

■卸売自動車用品の販売高が好調に推移し、保険等も安
定した収益を確保いたしました。

■売上高は4億16百万円（対前年同期比77.0％増）、セ
グメント利益は1億8百万円（対前年同期比30.4％増）
となりました。

■中長期的に安定した収益基盤を築くため、更なる駐車
場数の拡大と引き続き不採算駐車場の採算改善を行
い、駐車場個々の収益向上に努めました。

■2012年9月末現在駐車場管理件数は669件（対前期
末 比48件 増 ）、管 理 台 数 は17,157台（ 対 前 期 末 比
1,047台増）となりました。

■売上高は18億54百万円（対前年同期比5.9％増）、セ
グメント利益は1億49百万円（対前年同期比1.4％増）
となりました。

P

4,027

7,549 7,886

12/9
（第2四半期累計）

11/3 12/3 12/9
（第2四半期累計）

11/3 12/3

286
482

606

売上高の推移（百万円）

自動車メンテナンス受託の仕組み

営業利益（百万円）

お客さま
メンテナンス受託

点検整備 整備手配

リース会社

提携工場

ご成約

1,854

3,421 3,570

12/9
（第2四半期累計）

11/3 12/3 12/9
（第2四半期累計）

11/3 12/3

149
247

335

売上高の推移（百万円）

パーキング事業の概要

営業利益（百万円）

駐車料金 賃貸

駐車場の
ご提供

賃借料の
支払

施工管理・運営　自社物件 土地
オーナーさまお客さま

P

1,238

2,508 2,656

12/9
（第2四半期累計）

11/3 12/3 12/9
（第2四半期累計）

11/3 12/3

320323

581
売上高の推移（百万円）

給油カードの仕組み

営業利益（百万円）

お客さま
お客さまの
カード情報
管理

CARD

元売会社 カード発効
仕入

CARD
CARD
CARD

給油代金
請求書発行

etc.
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インフォメーション
Information

2012年8月付で前田機工㈱、
2012年9月付で㈱ジコーの株
式を取得し子会社化したこと
に伴い資産・負債が前期末よ
り大幅に増加いたしました。
自己資本比率は、17.9%とな
りました。

売上高、営業利益、経常利益
につきましては、主力のリー
ス事業及び自動車メンテナン
ス受託事業において、契約台
数・契約残高が順調に伸びた
こと、並びにパーキング事業
において、新規駐車場が堅調
に増加したことにより増収増
益となりました。

貸借対照表

損益計算書

1

2

四半期連結貸借対照表のポイント （単位：百万円）

前第2四半期末
2011年9月30日現在

当第2四半期末
2012年9月30日現在

前期末
2012年3月31日現在

【資産の部】
流動資産 32,731 36,204 31,084
固定資産 45,324 49,349 44,256
有形固定資産 34,947 37,805 33,884
無形固定資産 5,473 5,952 5,197
投資その他の資産 4,903 5,591 5,173

繰延資産 47 31 41
資産合計 78,103 85,586 75,382

【負債・純資産の部】
流動負債 27,279 39,346 30,967
固定負債 34,053 30,935 29,844
負債合計 61,332 70,282 60,811
株主資本 16,782 15,394 14,619
その他の包括利益累計額 △21 △99 △57
新株予約権 8 8 8
純資産合計 16,770 15,303 14,571
負債純資産合計 78,103 85,586 75,382

四半期連結損益計算書のポイント （単位：百万円）

前第2四半期累計
2011年4月 1 日から
2011年9月30日まで

当第2四半期累計
2012年4月 1 日から
2012年9月30日まで

前期
2011年4月 1 日から
2012年3月31日まで

売上高 23,670 24,361 47,774
売上原価 17,421 18,103 35,274
売上総利益 6,249 6,257 12,500
販売費及び一般管理費 4,361 4,251 8,606
営業利益 1,887 2,006 3,893
経常利益 1,745 1,834 3,558
四半期（当期）純利益 1,080 1,000 △855

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

財務諸表のポイント
Financial Statements

Point

Point

　自動車メンテナンス受託事業における新規事業と
して、法人を対象に2007年よりスタートした車体修
理管理サービス事業。わかりにくかった自動車鈑金修
理費用の明瞭化、リビルド部品の使用による費用低減
と環境への配慮といった特長で差別化を図り、前期に
おいては単年度黒字を達成しました。2012年7月か
らは個人市場にも参入。気軽にサービスが利用でき
るようホームページをリニューアルし、パソコンやス
マートフォンでのアクセスで簡易見積りができるサー
ビスを実施しています。

法人向けに加え個人向けの事業も開始
車体修理管理サービス事業 イチネンBPプラネット株式会社

❶無料で引取り、無料で納車
❷修理期間中の代車無料
❸修理工場ネットワーク全国300ヵ所
❹修理箇所の永久保証付
❺お得な格安修理

携帯カメラ画像で
見積りOK

差をつける　　　＋　　　の魅力ポイント1 5

法人さま

損保会社さま

アジャスター
（損害査定士）

BPプラネット
株式会社

修理
依頼

修理
依頼

修理依頼

管理
契約

管理契約

■ 良リビルド部品の採用により
■ 修理費用の削減
■ 引取り手数料は無料
■ 代車も無料手配・永久保証

損害発生

損害発生

損害発生

適正修理価格の
お見積りと交渉

提携板金工場板金修理

板金修理

個人さま

ec
oB
P
ネッ

トワ
ーク

ec
oB
P
ネッ

トワ
ーク
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金融機関
4,896,055株

19.47%

自己名義
10,985株
0.04%

個人その他
14,784,548株
58.74% 外国法人等

485,818株
1.93%

証券会社
534,840株

2.13%

500単元～1,000単元未満
19名　0.19%

0～5単元未満
6,510名　65.47%

100単元～500単元未満
159名　1.60%

50単元～100単元未満
190名　1.91%

10単元～50単元未満
1,751名　17.61%

5単元～10単元未満
1,272名　12.79%

1,000単元以上
43名　0.43%

9,944名

25,163,727株
その他の法人
4,451,481株

17.69%

当社のホームページで最新情報を発信しております。
ぜひ併せてご覧ください。

http://www.ichinenhd.co.jp/

グループ経営計画

検 索イチネンホールディングス

財務情報

株式の総数
所有者別株式分布

所有単元数別株主分布

80,000,000株
25,163,727株

9,944名

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数
大株主

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

第一燃料株式会社 2,350 9.34
三井住友信託銀行株式会社 820 3.26
黒田　雅史 755 3.00
黒田　和伸 655 2.60
黒田　勝彦 613 2.44
日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 612 2.43

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 543 2.16

黒田　恭年 486 1.93
イチネン共栄会持株会 475 1.89
日本生命保険相互会社 454 1.81

（注）持株比率は自己株式（10,985株）を控除して計算しております。

割当基準日／3月末日においての持株数に対して
右記の内容のおこめ券を進呈いたします。

持　株　数 内　容

100株以上
500株未満 全国共通おこめ券　  2kg

   500株以上
2,000株未満 全国共通おこめ券　  5kg

2,000株以上 全国共通おこめ券　10kg
見 本

会社概要

取締役及び監査役

グループ会社

株式会社イチネンホールディングス
（ICHINEN HOLDINGS CO.,LTD.）
http://www.ichinenhd.co.jp/
大阪市淀川区西中島四丁目10番6号
1930年（昭和5年）6月1日
1963年（昭和38年）5月7日
2,529,135,586円
連結 735名　単体 56名

黒田　雅史
黒田　勝彦
三村　一雄
影山　忠葊
木村　平八
奥田　　純
川上　弘伸
中室　修司

商号

URL
本店所在地
創業
会社設立
資本金
従業員数

代表取締役社長
取締役副社長
取締役 専務執行役員
取締役
取締役 執行役員
常勤監査役
常勤監査役
監査役

株式会社イチネン	
株式会社タイホーコーザイ	
野村オートリース株式会社	
アルファオートリース株式会社
株式会社イチネンパーキング
イチネンＢＰプラネット株式会社
株式会社イチネンカーシェアリング
株式会社セレクト
前田機工株式会社
株式会社ジコー

株主優待情報

株式の状況 & 会社概況（2012年9月30日現在）

Stock Data & Corporate Data

TOP
ページ

IRサイト
の一部

ホームページのご案内
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